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Cattle Museum 

Iごあいさつ I

牛のt専物館は、今年4月14Uをもちまして開館10周年を迎えました。当

餡ではこれまで 「牛と人との共｛fを探り、生命、自然、人間を知る」とい

う基本テーマにそって牛と人が織りなす家畜文化について、様々な視点か

ら展示や活動を巫ねてきました。そして当館は、 1仕界に類のない牛の博物

館として、開館以来、国の内外から多くの来館者を迎えており、肉質日本

ー前沢牛の甲と共にマスメディアを通じて全同へ梢報が発信されてきまし

た。牛が中心であるt鼎物館でありますが、動物、缶産、生物、獣医、占生

物、 考占、歴史、民俗などの関係各方面から当館に対する反響は大きいも

のがあります。

前沢牛という銘柄牛は、生産地が明らかで高品質であるという ことで消

骰者の支持を得てきました。しかし、前沢牛がどのように飼育されてきた

のかについては、衛生面の間題もあり、牛舎を一般公開したことはありま

せんでした。

そこで、今同は牛の博物館開館10周年記念特別展 「ザ、前沢牛」として、

前沢牛が牛まれた麻史やその背累、 f牛牛沌、牛飼いの様子、銘柄牛確立

の過程流辿、 そして食べ）］について解説するとともに、はく製（和人、

恒徳、菊谷、0術）U牛、黒毛子牛など）、実物資料（飼投管理の道具）、模型

資料（＇「•小屈ジオラマ、 食品レプリ カなど）や写真資料などの新しい展ぷ

を加えました。特に前沢牛の牛産基盤である子牛生発を大きく取り 1：げて

朕示しました。また、全国の銘柄牛の成立要閃についても探ってみました。

10固隼氾念枯別展の実施にあたり、前沢町、岩手ふるさと農協、江刺市

典協、束京食肉市場岩手前沢牛協会、前沢ギュー太会、前沢牛生産者の

カ々など、多くの諸団（本、個人の梼様方から多くのご支援をいただきまし

た。ここに厚く御礼中し 上げます。

当館としてば この冊千が多くの方々に読まれ、「銘柄牛ー前沢牛」を允

分理解される一助となれば幸いであ ります◇

牛のt(り物館館長 山 岸敏宏
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;、19-pbふこと
前沢牛の生産基盤
前沢町の概要

前沢町は、束西約13.6km、南北約8.9

km、 総面積72.3~_k ni のひし形に近い形を

した町です。岩手県の南部に位樅し、中

尊．『金色堂で知られる半泉の文化圏内に

あります。そのため、奥州藤原氏の前史

ともいえる安倍氏関連の造跡や源義経伝

説が数多く残されています。

町の中央を東北地方の大河である北上

Illが附北に流れ、その両側の半坦地常に

拍けた水田は県南屈指の穀食地帯を形成

しています。藩政時代には伊達藩領に屈

し、北上川による船運で栄えたと言いま

す。平成16年 (200--1)における耕地面積

■前沢町の位四

は2.6,!0haで、その慨ね9割に水稲が作付

けされ、その肥沃な七地から生産される

「ひとめぼれ」を主体とした牛産性の高

い米づくりが定若しています。北上川の

束部は標高ii96mの束稲山をはじめとす

る北上尚地の山並みであり、

山脈から北上川に流れ込む大小の河川に

よってつくられた胆糾扇状地の

なっています。気候は、

月の平均品高気温が約28℃、 1月の平均

最低気温が約ー5℃、降雪は12月F句か

ら2月中旬までと温暖です。

平成15年度 (2003)

西部は奥羽

• 部と

内陸性であり 8

の股業粗生産額は

4l i意2千万円であり、その5:3.9%を米、
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26.7％を肉用牛が占めています。

肉用牛の飼掟腐家Ii数は、菜気の低迷に

よる高級牛肉の需要減退などにより減少

傾向にあり、半成l6年 (200..J)では326)I 

となっています。飼台頷数も平成 2年

(1990)の5.521頸をヒークに減少気味で

す。牛飼い股家には、子’I・・を生産する

「繁殖典家」

て出荷する

と子牛を育てて肉m牛とし
「肥育農家」の 2とおりあり

ますが、上に肥育農家の規校拡大により

飼育頭数の減少がゆるやかに押さえられ

ています。平成16年度 (2004)にはやや

頭数が増えていますが、

に加え、 アメ リカでのBSE発牛による輸

入牛肉の減少および銘柄牛の安全性への

再評価によって孟要が妍加したためと思
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■前沢町の農業租生産額
〔H15年度 (2003)〕

（資利 ：岩手県生産巽棠所得統計）

■肉用牛の飼蚕戸数と頭数の変遷
（貢柑 ．農林サンセス）

・・;,2知 年は岩手朕林水産統計年報
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●米と前沢牛の関係

1有機肥月（堆肥）による禾つくり

2 fiを自然乾沿
3おいしい前，尺未 （ひとめほれ）

4稲ワラは牛のエサや敷村になります

5ウシの設や敷柑から堆肥かつくられます

6おいしい前；R牛

4
 /④ 

③
 

われます。また、 袖沢町は国道4け、束 沢町は穀倉地蜀なので、この稲ワラを地 子f卜4サ産 （陸江h牛こ）
北縦貫自動巾迫およびJR束北本線がIll」の 元で確保することができます。また、稲 府手限のIW「は従米、黒毛和種よ りも

中央をとおり、東北新幹線への核続もス ワラは）末に敷いて敷料としても利用され R木短角柚のl2t:地として知られていまし

ムーズてあるなど首都1呑l（泊費地）への ます，汚れた敷料は、牛の炎とともに兌 た。 丈院にバ刊息における肉'「•生産の方

交通の便に大変忠まれています。 このこ 酵させ、堆肥（什ー！幾肥料）として水田に 針も昭和62年 (1987) まで日木短角釉が

とは、米と前沢＇1-の芹地である農業の町、 還元されます。前沢町では、牛飼い農家 キな対象とされていました。その中で、

前沢町にとって流通の1fiiで大きなメリ ソ と稲作製家が堆肥と稲ワラの父換を行っ 宕了県南部の胆江地区（水沢市、江刺rl1、

トとなっています。 ており、いわは地域内術閑型の複合経営 金ヶ崎l月、 /JR_沢町、前沢町、衣川村）は

となっています。 県内の他沖：地よりいち県＜黒毛和秤によ

前沢牛のエサ 稲ワ ラや牧芍といった粗飢料に対して る肉1生陀に取り糾んできました。

躙 ｛町は、 おいしいお米の産地として 大麦やフスマ（小麦の稲皮）、大豆珀など こうした和牛改良の中心的な役割を

も知られています。前沢町を含む宕手県 義分含はの多い飼料のことを浪厄飼料と 担ってきたのが汀刺 I|！です。昭和36年

南部で生産される 「ひとめぼれ」は、（財） いいます。前沢の牛飼い農家の多くは、 (I 961)に北里股党協1口l紐合（現江刺市

日本栽物検定協会が実施している米の食 牛の成長段階や体調に合わせてこれらを 1悶業協同組合）が兵庫県戻：）j郡から伝福

味ランキングでヽド成6年 (199-1)から10 配合して りえています。配合する飼料や 月という種雄牛を蒋人したのをきっかけ

回辿続して品贔ランクとなる特Aに格付

けされています 〔平成15年 (2003)の冷

古時を除く ］。 その稲ワラは、自然乾嵌

され、前沢で飼育されている1の大切な

エサ（粗飼料）となります。秋には稲や

稲ワラを白然乾燥する風景があち こちで

見られます。粗飼料は、いわば牛のし食

です。 年分の稲ワラを確保することは

牛飼い農求の大切な（上中の つです。1前

■稲ワラ

【濃厚飼料】

■圧へん大麦 ■麦ヌカ ●フスマ ■全粒粉

その比宇は各農家によって研究を市ねて

決められており、それぞれ異なっていま

す。i農原飼料はそのほとんどを町外から

購入していますが産地や安全性が確認で

きるものを選んでいます。

【粗飼料】

な~

●牧草

■大豆粕 ■肉牛配合
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に、 I991年、 江刺I|i和牛牛荏改良組合が結

成され、松l質の（位れた但馬牛を蒋人韮準

とした本格的な和牛 l'•牛4:．沌が始められ

ました。その籾年には江刺巾家畜人工授
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粘所が1lil設され、昭和38イ「 (1963)から

液状精液の供給を開始しています。和’|

J'•牛の銘柄である 「1塞 1,牛」 という名称

はこのころから使われています。人工授

精は、従米の自然交配に比べて同じ血統

の牛を数多く生I}［できることから、

的な改良が可能となりました。なかでも

昭和37年 (1%2)に兵附県美）Jlt1iから尊

入された和人りは、昭和39年 (1964)に

和牛登録協会の店本登録検杏、昭和45年

(l 970)には閥等登録検査に合格するな

ど釉雉牛と しての資質が麻く、胆江地区

の黒毛和種（作の資質佑l上に大きく貞献

しました。江刺rhは繁殆雌牛の消人先も

兵叩県芙力郡のみにしぼり、

•方、前沢町では、

両期

血統の均

化による 和牛改良を進め、昭和48り

(l 973)には江刺IIi和牛生廂改良組合が

岩手県初となる和牛登録協会の認定組合

になっています。兵廂県芙方郡からの種

推牛j§人はその後も続けられ、昭和49年

(1973)には恒徳弓が蒋入されています。

B召れ136ftc(l 961) 

に岡山県から繁殖雌’I40頭を酒人し、

れを拠機に千牛の'+:陀が始められます。

昭和42年 (1967) からは島根県から緊殖

雌牛の本格的な導入を閲始し、江刺IIiで

供用されていた和人けなど兵/,I,：県芙方郡

）生の種雄＇「との交配で了 牛'+.)和の雄盤が

作られました。特に昭和45年 (l970)に

島根県で生産された種雄牛、第七糸桜号

を父に持つ雌牛を繁硝雌午として森人し、

これに恒徳号を交配することにより、増

（木と1人頃に9袋れた経済性の高い子牛の生

吃が図られていきました。

昭和53年 (1978)には江刺、

渕、令ヶ崎の4つの子牛市場の統合によ

り胆江家糸巾場が涎生し、翌年には胆江

地区の2I|i31町1村で広域了./卜産地を日

指して胆江和牛改良協会が結成されまし

た。昭和57年 (1982）には同協会が主体

となり兵叩県）□方郡から菊谷号が涌人さ
れ、

(1993)には、

水沢、石

その（装れた資質により他荊地との格

差が顕苫に見られるようになりました。

昭和61年 (1986)には江出ll市、胆沢町、

金ヶ111勾町が参加する広域育柚組合が和牛

登録協会の認定組合となり、平成 5年

それまで江刺市などとは

異なった改良方針をとってきた前沢町和

牛改良組合が水沢巾、衣川村とともに胆

江和牛育種組合に加盟し、 同じ改良方針

のもとで「陸中牛」の止産、和牛改艮が

図られるようになりました。

他の}t地の和牛改良は県を中心に展開

されることが多いですが、 胆江地区の和

牛改良は市町村単位の製党協同組合を中

心に取り組まれてきたことに特徴があり

ます。このような汽質の高い-f牛4在地

悩を背最に持つことで、前沢町か ら 出 (~i

された肥育牛は定時 ・定鼠・高品祖の3

柏 l’揃った 「前沢牛」という銘柄の確立

に成功したとも且えます。また、前沢牛

の索牛という ことで陸中牛の知名度が上

がり、子牛の価格も高水準で収引される

ようになりました。 しかし ・方で、（袋秀

な子牛の県外流出が問題となっており、

繁殖と肥育のさらなる 一休化が求められ

ています。さらに、最近は含種価などの

指標が海人され、産地間における和牛の

改良競れは激しくなっています。和人号、

恒徳号、菊谷号のような絶対的な種雄牛

がいない現在、胆江地区内だけでの和牛

改艮は難しく、岩手県単位での改良が現

仔急ピッチで進められています。

牛飼い名人

肉牛の生産には、造伝的要囚の他に環

境要[klが大きく影密することが知られて

います。 中でも農家の飼育技術による影

翌は大きく、 よい牛の府地には4飼い名

人が必ずといって良いほど存任します。

前沢町の牛飼い農家の方々は非常1こ勉

強然心で、飼育技術の研沿を17々 行って

います。そして多くの情報を共有するこ

とで、四家の方々の令貝の レベル1,,1I：が

図られています。しかし、4は生き物な

のでガ月ー頭性格が沢なり、また血統な

どによっても適した管理方法が閃なるこ

とから、牛にあわせた上大がそれぞれに

行われています。そのためには、

も牛がり（きなことが大t；であると股家の

方々は口を揃えます。その結果、前沢町

には＇卜と会話ができる ('1•が求めている

ことが分かる）牛飼い名人が数多く存在

します。

何より

こうした牛飼い名人が大勢いる

ことが前沢牛銘柄確立の品も大きな要因

です。
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H本一の牛飼いたち
前沢牛は、全国の牛肉品評会で優秀な成績をあげています。 なかでも一番大きな大会である 「全畜連全国肉用牛枝肉共進会」

と「全国飼用牛枝肉共励会」では最も肉質の良かった黒毛和種 （去勢） を育てた農家に農林水産大臣賞が贈られます。 これまで

に前沢の牛飼いの人たちはこの賞を10回も受賞 しています。 これは、牛を育てている農家の熱心な努力があったからです。農林

水産大臣賞は、特に優秀な農林水産物を出荷した個人や団体に贈られる賞です。牛の博物館ではこの受賞者を日本一の牛飼いた

ちとして紹介しています。

n ：ミ〗月：る氏- と
昭和59年 (1984)

品評会 ： 第 13回令畜速令同1月 1fl'1••4k|kj共進会

りじ毛和種去勢の部

飛優秀買 脱林水産）、ー＃．‘れ・

受伐牛lill就 ：父 「匝徳」 X母方相父 「第十四戌」

出荷（本咀： 608kg 販売 出．f乱j: 3.150円/kg

枝松1平． i,r: 38--1 kg 阪売 (rlli格 ：1.209.600円

格 付 ：牡選

■及川梅男氏
（前沢町白山）

名人の秘訣

会，Ilriができるまで牛 と接する
こと

昭和60年 (1985)

品 n"「 会 ：第14同令畜連令国肉月］牛枝肉共進会

黒毛手II種夫功の，・；l;

蚊俊秀賞 農林水歴）＜1］iti

受政牛血統 ：父 「hi徳」 X 1:J:h祖父「和人」
出荷体吊 ：688屈 販，Jし単価 ：3.223円／kg

枝肉重最 ：4-10kg 阪必価格 ：l.-ll8.120l1]

格付：e 
昭和61年 (1986)

品 評 会 ：全国朕lIIl'卜枝1勾共励会．虫毛相仕去努

の部

名衿貨 ／悶林水産大臣仇

受且’牛血統 ：父「担徳」 X け方祖父「和人」

出柑r14.， 'P:：6-!5 kg 販売屯価 ：-l.823I 1 ]/kg 
枝 肉屯：，l: 423双 阪売価格 ：2.040.129111

格付：特

■石川 正氏
（前沢町牛丹I

名人の秘訣

素牛の選定と手を抜かないこ

と

の部

名巻代’ }災林水I茫人臣賞

受岱牛血統 ：父「加徳」X舟h祖父 I和人」
出 1：サ 休 巫 ：630k~ 販 •Jし凩 価 ： 5.IOS r1l/kg

枝 I匈屯；,i:: -lOI kg 販光 (IIIi格 ：2．但7.I(）51li

格 1.j• ：特

平成 3年 (1991)

品 評 会 ：第20同仝畜述令凶肉用’|'・枝肉共進会

黒毛和柚去初の部

霞優秀乳' 1：'：林水廂）ゞ 臣‘此'
受此牛血統 ：父「恒徳」 XI:｝）湘父「福畠 I
出 l~i 体玉 ： 695 kg 販売りi,filli : -l.088円／kg

枝肉 o!i::JS :.¥5 I kg 販光価格 ：1.8.¥3.688円
格付：.A5 

■小形 進氏
扉i沢町

名人の秘訣

'I―•の口策を聞き取れる肥育

平成 2年 (1990)

品 、』＇ 会 ：令I.kl肉用牛枝Ik)共励会里毛和柚去勢

の部

名持＇伐 股林水産）、’比伐

受i'汀血統 ：父「菊谷」 X巳方祖父 「茂芙」

出荷（本展 ：665kg 販元 tp.fitti: I I.I 15111/kg 

伎肉 i.m: 439 kg 販売価格 ：.J.868.3701リ
格付：A5

■阿部篤四氏
暉i沢町生月）

名人の秘訣

すべてに気をつItること

平成 3年 (1991)

品 評 会 ：全国肉用＇卜枝肉共励会黒毛利柚去勢

の部

名脊it 牒林水Iit)くに＇此

受政 '1血統 ：父 「•恒徳 X !、J:方祖父「野睛」

,，|i ／村 1本市 ：640kg 販．Jじ単価 ：17.006円/kg

枝 li:J屯徳 ：423kg 販尤価格： 7.193.53811)

格付：A 5 

きひをヒヒ
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安
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■
名

血
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平成4年 (1992)

品評会 ：令/-./肉IIJ'「枝肉共励会黒毛4Ij釉去勢

の部

名抒質 股林水帝）,Iむit

受‘it牛Iill統 ：父「福g」XI:J:)j祖父「投屯波」
出荷 f,f.(1f¥: 680 kg I！反允単価 ：12.01811]/靱

枝肉屯研 ：438 kg 販必価格 ：5.303,30-l円

格付：A 5 

和
己
苔
滋
霰
5
1

“1 

■及川 主氏
（前沢町白山）

名人の秘訣

愛伯を持って牛に接すること

平成 5年 (1993)

品 叶 会 ：令I•I肉用 'F枝r勾久励会黒毛禾Il杜去努

の部

名裕貸牒林水",t)、'比‘伐

受伐牛Iill統：父「菊谷IXJ:})j祖父「糸貼波」

'＇H 1~i fi,巫： 705kg 販完 If[frlJi : 10.062111/kg 
枝肉重：，：：4-16 kg 販売価格 ：-1.487.152円

格付：• .¥ 5 

■鈴木 武氏
（前沢町｝

名人の秘訣

牛が芋むようにしてあげるこ

と

平成13年 (2001)

品評会 ：第30同令命述令国1i:Jfl]'「枝肉共進会

坦毛1rl稀士勢のi湖
蔽俊秀貨農林水産）＜r:！貧

受れ＇「血統 ：父「杓炎勝」X母方ill父 1安福」

出1:：i1本,Ji:: 767 kg 販完用価： 2.829111/kg

枝肉重：，：:: 497 kg 販光価格 ：1.406.0131'1

格付：A5 

昭和62年 (1987)

品 評 会 ：全国肉用牛枝肉JI；励会黒毛利種去勢
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前沢牛をつくった
名種雄牛たち

■和人号

■恒徳号

■菊谷号

【和人号の経歴】
昭和36年 5月20日 兵庫原美力郡温泉町越坂

山本治半氏）jに生まれる（母
ふくたか号の初産）

昭和36年11月 地元家畜市場にて、中村畜
産購買 (56.300月）後、同郡
浜坂町田召、西村計治氏が
種雄牛として育成。

昭和37年11月 玉里農業協同組合が購買
(030.000円） 干里字大森
前 後藤庄冶が管坪

昭和38年 5月 玉里字大松沢佐株喜れ工
門の倍理となる。

昭和38年5月28日 液状による精液分譲開始
昭和39年8月30n 且本登録検査黒8166号

80.96点
昭和45年4月 江刺和牛生産改良協会設立

基幹種雄牛となる。
昭和45年5月 第 2回全国和牛能力共進会

（鹿児島県）へ和人の娘牛
「きよし号」岩手県より唯 l
頭出品

昭和45年8月 裔等登録検査合格黒禍273
号 78.29点

昭和46年 3月 精改を凍結とし、県外にも
分譲開始

昭和46年8月 京都大学にて肥育試験DG
0.87kg 脂肋交雑3.8(30~ 
45) （上坂教授相当）

昭和50年4月 江刺原種牛規程による指定
種雄牛となる。

【恒徳号の経歴】
昭和48年 5月b日 兵曲県芙方郡芙方町、上治

桓夫氏方に生まれる（母かね
さわ号の 3産H)

昭和48年11月6n 地元家畜市場にて、吉村英
之氏購貨 (659.000円）後、
種雄牛候袖として育成

昭和49年7月 エ里農業協同組合購買
(1,571,000円）玉里字大森飢
後藤庄治氏が怜理購買担
当 経済連小池専治氏、美
濃川徹氏、玉里農協菊池雄
宏氏。同時購買種雄牛「沖田

菊」号
昭和49年10月 併用開始とともに精液分譲

開始
昭和50年12月30日基本登録検企黒 107ii

81.5点
昭和52年4月 1日～
昭和訊年 3月13日 京都大学にて、肥育研究試

験を実施 D G 0.96kg 
ロース芯面積 40面脂肪
交雑 ＋：l.4 

【菊斧号←の経歴】
昭和叩年 3月5日 兵匝県芙方郡村岡町西井秀

夫宅にて、舟「きくしげ号」

父「安谷土井」の子として
生まれる。

昭和56年 兵庫県出凸郡半井管夫氏
育成。

昭和S7年 1月 胆江和牛改良協会による種
雄牛辞入第号として沌人、
社刺市玉里後藤庄治氏料理
となる。

昭禾llo7年3月 基本登録受検（黒原908
82.1点）とともに供用開始。

昭和57年4月 凍結精液として胆江儀休］を
中心として分譲開始c

昭和59年4月 江刺種雄牛センター完成に
ともない、江刺種雄牛セン
ター管理となる。

昭和60年IO月 江刺種雄牛センターの検定
場、第ーセット日として供
試牛10珀にて、産肉能力検
定間接法を実施。 (DG 
0.81.、脂肪交雑3.9 ロース芯
55cn1) 令国でも優秀な成禎

昭和s2年 5月 第 3|口1全国和牛能力共進会
（宮崎県都城市）に和人の娘

牛胆江より 2頭出品「くらふ
じ号」 「第 3みのこ号J

昭和53斗3月27日 江刺市和牛優生研究会準価
会発足指定種雄牛

昭和53年4月18日 全国へ精液供給のため家畜
改良事業団盛岡種雄牛セン
ターヘ繁義委託

昭和訊年 7月10日 江刺市和牛優生研究会認定、
指定種雄牛として併用

昭和S4年11月 和牛改良圏の拡大のため、
胆江和牛改良協会結成、胆
江全域の指定種雄4となる。

昭和56年4月18日 育種登録検令合格黒育69
号 79ぶ点（江刺市和牛育種
組合認定）

昭和36年4月 本牛の凍結精液を今後JOヵ
年計画限定交配となる。

昭和56年11月19日 相人号顕彰碑建立
昭和58年7月18Fl 数多くの良牛を残し和人号

記念貰創設をみて禍22歳で
生を終える。

産子の状況（昭和58年10月末現在）
産了数 41,460頭
基本登録5,121頭、本原登録牛2,243頭、高等登録
牛419頭、育種登録牛31頭
王存期間 22年 2ヵ月令
種雄牛としての供用期間 20年 2ヵ月

昭和54年 2月10日 間等登録検査黒高 620
81.5点

昭和55年JO月6日～
昭和56年10月5日 産肉能）］検定（間接法）実

施 (8頭、岩手県畜産試験場）
D G 0.78kgロース芯面柏
50ば脂肪交雑＋:l.8

昭和56年12月20日 育種登録検査黒育 96
81.8点（江刺和牛育種組合認
定）

昭和59年4月～ 江刺市種雄牛管理育成セン
ターの管理となる

昭和61年4月～ 改良計画に基づき交配雌牛

を選定し指定交配を開始
斗’成 5年11月24日 数多くの良牛を生産し生涯

を終わる

産子の状況（平成6年 9月 1日現在）
生産頭娑ダ了3,131頭 （雌36,129、雄37.002)
種雄牛14頭、基本登録3,248頭、本原登録4,604豆頁、
高等登録291頭、育種登録58頭
生存期間 20年 6ヵ閂
種雄牛としての供用期間 18年間

を出す。
昭和6l年 息子’1° 62頭による産子検

定を受検。
昭和62年 育種登録受検（黒育 197

82.8点）
昭和63年 恒徳号に続き指定父配種雄

牛となる。
平成 2年 菊谷号産了・了牛市場にて

高伯にて全国へ購買される。
市場半均価格535,969円菊
谷号の産子早545.752円
ダ688.031円

平成10年 7月19日 温厚な性格て肉質の 「睦中
牛」を全団に高め、夏茂、
百合藤他数多くの種雄牛を
作出し18オ2ヵ月にて没す。

産子の状況（平成10年12月24日現在）
生産頭数 51,913頭（雄26,527、雌25,386)
種雄牛候補 38頭本原登録6,050頭基本登録
4,604頓高等登録204頭
生存期間 18年 2ヵ月
種雄牛としての供用期間 16年 4ヵ月 精液工
産本数145,089不
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図1 牛SCD遺伝子のDNA型判定
Aはアミノ酸アラニンに対応し、Vはア

ミノ酸バリンを有する個体を示している。

牛てはすべての遠伝子を 2つずつ持って

いるのて，個体によってAA型、 AV型 VV型

を持つものが存在する

牛肉の不飽和脂肪酸と
おいしさに関係する遺伝子
万年英之（神戸大学大学院自然科学研究科資源生命科学専攻 助教授）

食べ物の 「おいしさ」とは個人差があ 不飽和脂肋酸の割合は「風味」に対する

り、その明確な評価は困難です。4肉に 指椋となることが考えられます。

おいては一般的に、 「柔らかさ」、「風味J、

「多汁性」がおいしさの大きな要因を占

めると言われています。日本固有の牛品

種である黒毛和種は、その品質の点さか

ら柑界的にも畔価されています。この高

品酋の要因としては「脂肪交雑（さ し）」が

良く入るためであり、その結果、 「やわら

かさ」や「多汁性」が向上するといわれ

ています。一方、「風味」は評価が最も難

しい形質であるため、改良の対象として

は取りヒげられてきませんでした。現在

では、「風味」に関係する一つの要因とし

て、脂肪酸の質が影秤するといわれてい

ます。

牛の体脂肪を構成するtな脂肋酸はパ

ルミチン酸、パルミトオレイ ン酸、ステ

アリン酸、 オレイン酸です。パルミトオ

レイン酸とオレイン酸は一価不飽和脂肋

酸と呼ばれ、多くの割合を占めます。近

年、 この不飽利脂肪酸が牛肉の熟成期間

中に芳香物質となることがわかってきま

しにまた、不飽和脂肪酸の割合が増え

ると、脂肋は低い温度で融けるようにな

ります（融点が低い）。融点の低い脂肪を

持つ牛肉は、調理した際に好ましい芳否

を呈することも示されています。これに

加え、飽和脂肪酸の過剰摂取は間中コレ

ステロールの増加をまねくことから、不

飽和脂肪酸含有品が多いことは健康にも

良いとされています。このように牛肉の

黒毛和種は、ホルスタイ ン種などその

他の品種に比べて不飽和脂肪酸含有量が

高く 、融点が低いことがわかっています。

Itt界的にも想毛和種は霜降り牛肉で有名

ですが、それに加えて脂肪の質の違いが

黙毛和種特有の熟成香を生み出す要因と

なっているようです。また、不飽和脂肪

酸の割合は脂肪の部位によって大きく変

化しますが、一般的に黒毛和種とホルス

タイン種ではその割合が5~10％も迎い、

その結果脂肪が融ける温度も 4~8℃

変わってきます。 この温度差は、我々の

舌の上で脂肪が融ける早さや味の伝わり

方に影評し、良い味を醸し出すようです。

黒毛和粍の中においても、この不飽和

脂肪酸の割合は個体ごとに違っており、

牛の系統でも大きな違いがあ ります。私

逹は、この脂肪酸の質に彩密する遺伝f

が同定できれば、牛の改良や牛肉品質の

指標として利用できると考えてきました。

若目したのはstearoyl-CoAclesaturase(SCD)

という酵素で、ステアリン酸、パルミチ

ン酸から一(illi不飽相脂肪酸であるオレイ

ン酸やパルミトオレイ ン酸を生成するの

にかかわる酵素です。

私逹は一連の研究から、SCD迫伝子の

中にDKAの違いがあることを突き止めま

した。このDNAの違いは、 SCD酵素にお

けるアミノ酸配列（タンパク質を作って

いる配列）の違いを引き起こし、タンパ

ク質の性質が変わる可能性があるのです。

他の動物との比較か ら 、もともとこの音〖

分のアミノ酸はバリン (V) のようです

が、黒毛和種においてはアラニン (A)

に変化している個体があることを発見し

ました。この違いは図 lに示すように、

簡単なD:.JA検査によって識別することが

できます。また、この遺伝子の型と不飽

和脂肪酸の割合との関係を見たところ、

このSCD逍伝子の型は不飽和脂肪酸の割

合と関係があることを突き止めました

（表 1)。当然融点との関係もあります。

私達はこのDNA検査法を用いることに

よって牛の改良や牛肉品質の—指標と し

て利用できると考えています。ただし、

脂肪酸に彩響するのはこの追伝子ばかり

ではないので、 さらなる研究も必要です。

このような脂肪に関わる遺伝子、将来的

には牛肉の味に関わる様々な遺伝子を明

らかにすることによって、黒毛和種の追

伝的な特性を知ることができより 良い

黒毛和牛の生産に一役買うことができれ

ばと考え、学生さんと一緒に日夜研究を

続ける毎Hです。

表 1 僧帽筋脂肪におけるSCD遺伝子型と不飽和脂肪酸の割合と脂肪の融点

SCD遺伝子の型

A/A 

A/V 

A/V 

不飽和脂肪酸の割合 （％）

59.4土0.2

58.3士0.l

賃．0土0.2

脂肪の融点 （℃）

24.9土0.4

26.3士0.2

27.5土0.2
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前沢牛銘柄確立のあゆみ
馬産地から牛の苑地へ

瑾倉時代（延慶 3年： 1310) に描かれ

-こ]國牛十図』の序文に 「馬は東関をも

ちてさきとし、牛は西国を以てもとと

了とあるように、東日本は馬の産地と

-て知られてきました。岩丁県は南部駒

で知 られる良罵の光地であり 、明治、大

三、 昭和初期 まで航沢（古城村・白山

r. 1日前沢町）の水田地帯のほぼ全戸に

塁翡用の役畜として馬が飼育されていま

-キこ 軍国調華やかな時代には、軍馬の

吉戎も加味され、競って飼育管理に力を

三'.lたと言います。 一方、岩手県は東北

之方唯一の牛の産地としてもしられ、藩

：は寺代には南部牛が鉄や塩の輸送に用い

・町沢町では馬の取引もさかんだった
写真提供： 小形進氏）

■三母村に導入されたショートホーン雑種赤毛
写真提供 阿部ーニ氏）

■役畜として活躍する牛

に材木や木炭を輸送する役畜として少数

の牛が飼育され、老廃牛などが家畜商に

よって東京や横浜に出荷されていたとい

います。

戦域が拡大するにつれ、昭和16年

(1941)頃から普通なら軍鳥に不向きな馬

までが徴用されるようになります。馬が

〉れていました。前沢でも生母村を中心 いなくなった農家は農耕用の家畜として

牛を導人せざるを得ませんでした。この

頃は、家畜商により様々な午が導入され、

多くはショートホーン雑種赤毛（後の日

本短角種）などでしたが昭和17年(1942)

には生母村に改良和種（後の黒毛和種）

が導入されています。

第二次世界大戦は昭和20年 (1945) に

終戦を迎え、馬の徴用はなくなりました

が、馬に対する愛着は捨てがたいものが

ありました。昭和瓦年 (1950) の統計に

よると的沢では馬が988頭、 牛が628頭と

農耕馬が戦後しばらく飼蓑されていたこ

とがわか ります。しかし、戦後の牛肉の

需要が伸びていくにつれ、老廃牛が晶く

売れることから、次第に馬から牛へと切

り替えか行われ、有畜農染の上役が馬か

ら牛へと移行していきました。

農耕牛からf牛の産地へ
農業の機械化が行われた昭和30年代

(1955~HJ64) には、耕転機が急速に普

及し、 水田の耕起など、これまで牛や馬

が担っていた仕事に用いられるよ うにな

りました。 この時期、 牛馬は役畜として

の役割を終えましたが、 前沢町をはじめ

とする岩手県南地方は、稲作地帯てあっ

たことから肥料（堆肥）を提供する糞畜

が必要で した。そこで、馬の産地であっ

た地域性を活かして和牛子牛の産地とし

ての取り組みが始められま した。前沢町

では 「和牛を導人するからには良質のも

のを」と当時、古城農協組合長であった

菅原栄治氏が島根県からの繁殖雌牛の導

人を決め、昭和33年頃 (1958) には貨車

■島根県から導入した黒毛和種の繁殖雌牛
（写真提供 前田新吉氏）

輸送で20頭程度の牛が前沢町に到着して

います。昭和36年 (1961) には、国有貸

付牛として岡山県から繁殖雌牛40頭を導

入するなど、前沢町としても本格的に和

牛生産に取り組みを始めました。そして、

昭和46年 (1971) には、菅原氏が前沢町

長に就任し、翌年には町有繁殖和牛貸付

制度が創設され子牛産地としての基盤が

固められていきました。
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進氏

地域内一貰生産の確立

当時、 生舟農協の職員として国有牛の

海人に関わった佐々木敏彦氏は、

われていくのを見て、

出荷さ

れた子牛が地元の引き合いもな く安く買

付加価値を付けて

販売するため和牛の肥育を考えました。

そして、昭和40年 (1965)に町内の5農協

が合併して前沢町農協となると下部組織

として畜産部会が設立され、繁硝専門部

会と肥育専門部会で活動が開始されます。

昭和44年 (1969) には家畜商の千葉精七

■国鉄前沢駅出荷台帳
（所蔵 'JR前沢駅）
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■前沢牛登録商標原案
（寄贈 ：嵩橋シズ氏）

平成 3年 (1991)

〔主な受賞歴〕
昭和58年 (1983) 全国肉用牛枝肉共励会雌の部最優秀賞 鈴木民雄氏

昭和59年 (1984) 全畜連全国肉用牛枝病共進会 最優秀賞 ・農林水産大臣賞 菊地平八郎氏

昭和60年 (1985) 全畜連全国関用牛枝肉共進会 最優秀賞 ・農林水産大臣賞 及川梅男氏

昭和61年 (1986) 全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞 ・農林水産大臣賞 及川梅男氏

昭和62年 (1987) 全国肉用牛枝肉共励会名誉賞 ・農林水産大臣賞 石川 正氏

昭和63年 (1988) 全国肉用牛枝肉共励会 雌の部叢優秀賞 及川梅男氏

平成元年 (1989) 岩手日報産業文化賞受賞（前沢町農協肉牛部会）

平成 2年 (1990) 全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞・農林水産大臣賞 小形

全国肉用牛枝肉共励会雌の部霰倭秀賞 及川梅男氏

朝日農業賞受賞（前沢町農協肉牛部会）

全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞・農林水産大臣賞 阿部篤四氏

全畜連全国肉用牛枝肉共進会 最優秀賞 ・農林水産大臣賞 石川

全国肉用牛枝肉教励会 名誉賞 ・農林水産大臣賞 安部慶喜氏

岩手県県政功労賞受賞（前沢町農協肉牛部会）

全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞 ・農林水産大臣賞 及川

全国肉用牛枝肉共励会 雌の部最優秀賞 鈴木松雄氏

全畜連東日本プロック肉用牛枝肉共進会 最優秀賞 前田保二氏

第43回岩手県畜産共進会肉牛の部名誉賞 鈴木武氏

全畜連全国肉用牛枝肉共進会 霰優秀賞 ・農林水産大臣賞

第 5回体外受精卵枝肉共励会最優秀賞 及川 主氏

平成16年度全畜連東日本銘柄確立共進会 チャンピオン

平成4年 (1992)

平成 5年 (1993)

平成8年 (1996)

平成11年 (1999)

平成13年 (2001)

平成15年 (2003)

平成16年 (2004)

氏の手引きで東京の芝浦へ肉牛を出荷し、

昭和46年 (1971) には前沢農協の直荷方

式で出荷が始められます。同年には第 1

回前沢牛枝肉共進会が開催され、昭和48

年 (1973)には枝肉への銘柄印の押印販

売が始められます。肉牛の肥育と出荷が

軌道に乗ったことによ り、 子牛市場にお

ける前沢町陥の了牛の買い支えとなった

ほか、『肥育牛として出荷された肉牛の

枝肉情報が前沢III」農業協固組合をとおし

て繁殖農家に還冗され、肥育農家が望む

曲統の子牛を生産する」 という肥育素牛

の供給に主眼おいた独自の和牛改良体制

が確立したことは前沢牛銘柄確立の要因

の一つと考え られます。育種価のような

オ旨十漿力ゞ なかった時代、 出荷した子牛の枝

肉情報を入手できるという ことは、 大き

なメリットであり、 1人」'tとして翡値がつ

いたとあれば緊殖股家にとっても自信に

もなったといいます。

前沢牛の華ひらく

当時、牛肉の格付は、牛『選、極上、 上、

中、並、規格外という基準で行われてお

ヽ
ハ
ノ 上以上のものをヒ物といいました。

芝浦の市場全休で 1~．物率が15％ しかない

ところ、 昭和51年 (1976) に前沢町から

終わり」

するなど、

主氏

鈴木

福田

とまでいわれました。

どが行われました。その結果、

にな り、牛肉銘柄「前沢牛」

に知られるようになり ました。

学
咄そ舟疫 Jセ柏 ― 
t‘'が凍ぷ怜位前 刺:
皇ま hit h ：， 苓 沢 8 ―
剌 ＂すん 合、下•-門農；
8 , I 冶 ，t屯板
新 J ,：Jt fを生王 t；；業
間

‘ぇ 4じ営＆ゎ内必
本 i実命iを体キヰ． 只社 1'.~ 部

し，
賞！秒屯弓会
を たて 立 を 屈支

正氏

武氏

進氏

出荷された牛の上物率が73.8％を記録し、

「前沢牛」が食肉市場て注目を集めした

が、牛を飼う人が増えた昭和53年 (1978)

には、上物率が44％まで落ち、 「前沢牛も

しかし、

そのような中でも吉田賞氏が出荷した牛

が当時の食肉市場の最高販売価格を記録

よい牛を出荷している人もい

たことが肥台農家の方々の励みとなりま

した。そして、当時上物率が8割以上と

いう長野県佐久郡の望月農協への先進地

視察をはじめ研修会や日常的な牛談穀な

昭和63年

(1988) には上物率が84％まであがり、

様々な品評会でも最高賞を受賞するよう

の名が全国

■朝日農業賞賞状
（所蔵 ：岩手ふるさと農協肉牛部会前沢支部）
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前沢牛生産者の皆さんと
あれこれ35年
佐々木敏彦（元前沢農協畜産課長）

最初は貨車輸送で ～12ヵ月）から若齢理想肥育(20~24ヵ

沼和-!4年(1969)、最初の出荷は貨車輸 月）に肥育方式が変化しました。規模拡

三でした。まず1日14J鉄前沢駅でワム貨車 大と同時に生産者も増加し、毎月のよう

きのない貨車）を金テコを使って数人で に各地域で牛舎建設が見られたのもこの

三‘-て積込線路に移動し、鋸屑をいれ、 時期でした。

え申1ご閣を打ち込み牛を15頭程度つない

、、 さらに牛の上にハンモックを取り付 計i汁utの厨i点せt産汀者の料且炎
， — て準価完了です。 ハンモックに乗り込

ニ、 停車駅ごとに牛の相話をしながらの

で荷でした。本線に連結して午後6時に

マそ車、東京の品川駅に到着するのが翌日

._午・後2時頃ですので実に20時間、今の

勺，:i倍かかりました。

屠畜 ・解体・販売

到着した牛は繋ぎ場に人れて給水させ、

．斗朝に屠殺解体、まだ休温のあるうちに

対臼が格付され、木札を用いた手セリで

茨売されました。渦かい肉での取引なの

で霜降りの状態は索人の私たちには全く

？つかりませんでした。

トラック輸送に切り替え

生産者肉質研修

貨車輸送からトラック輸送の時代に入

る と、国道4 号 •6~ を利用 して 12時間で

東京に到着しました。 大きな輸送改革の

第一歩でした。同時に生産者が職員と ・

音にトラ ックに便乗して市場関係者から

肉囲の指達を受け、西の松阪牛との比較

研究により銘柄牛産地づく りが本格的に

進められました。

肥育方式の変化

昭和45年か ら50年(1970~1975) には、

東京出荷が順調に拡大されま した。また、

肥育期間の2ヵ年方式によって肉質が安

，,と向上することが理解され、 短期）把育(6

枝肉販売の経験のない農協牛産者の皆

さんが注目したのは、特選牛(6段階格付

の敢高）の販売者の発生てす。同じ体重

で倍以上の価格で取引する方が出てくる

と多くの生肱者間に急速に伝えられ、お

茶のみ話の話題となりました。各地域で

数人くらいのお茶のみ会が連日頻繁に行

われ、内容の分析検討が行われました。

話の内容は肥育技術的に高度な内容が多

く、私も多くの知識を得る ことができま

した。こうした生産者1口j十の交流は他町

村には例が少なく、前沢牛発展の原点と

思います。

前沢牛発祥の出荷者談話室

前に述べたお茶のみ話を集伯日にとの

発想で、牛が東京に 出発後、生産者に

残っていただき、雑談できるよ うにお茶

蒐了を準備しました。菓子代は年間に前

沢牛1頭程度でしたが年間80回から100回、

年間で延べ1,000人以＿卜の生産者の皆さ

んが貴重な意見交換に出席したことにな

り、ヘタな指導会などより多くの課題を

解決しました。全体のレベルアップに頁

献した特選前沢牛誕生の談話室であり、

生産者の皆さんの大きな宝であると信じ

ています。

前沢牛の銘柄普及

金をかけない宣伝！

肉牛部会— 同の中し合わせは、 「全国

10 

■第5回前沢牛共進会に出荷する牛を検
査する佐々木敏彦さん （中央）

昭和48年撮影

の共進会で トップを獲得する！ 」という

ことでした。一丸となって全会員で挑戦

し、昭和61年(1986)、62年(1987)の全国

大会名誉黄2連覇を含めて全国制覇を8同

を獲得し、農林水産大臣貸を受賞しまし

た。さらに肉牛部会の活動が評価され、

朝日股業裳、岩手日報文化裳、岩手県県

政功労裳、 日本農業賞束北代表などの裳

をいただきました。 股業賞は~HKが共

催でしたので、私、 石川正さん、及川梅

男さんの3人がスタ ジオに行き、前沢牛

生庄活動の状況を30分番組2本に収録。

再放送も含め全国に2回も放送されまし

た。また県内のテレビでも多くのニュー

ス、 前沢牛の特番、知事との対談などが

放映紹介されました。生産者の皆さんに

は牛舎収録など数多くの協力をいただき

ました。テレビの担当者の話ではコマー

シャル料に換算すれば推定で数千万以上

とのことでした。こうした報道機関によ

る前沢牛の紹介によって、前沢牛が他産

地と比鮫して急辿に知名度が高ま りまし

た。これは肉牛生産者一人一人の皆さん

が肉阿改善運動の方針に信念を持って真

剣に取り組み実施した成果です。また、

岩手前沢牛協会の設立以降、行政、 肉牛

部会および牒協が二位一体になって取り

組んだことも一暦の付加価値を高めたと

思います。
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〔前沢牛関連年表〕

明治末～大正 ●前沢の水田地梢（旧前沢町、古城村、白山村） ＂且禾U49iド（1974) 〇江刺市が兵庫県史方郡より種雄牛「但徳号」

は馬の育成地帯であったが、生母村を中心に を尊入。

木材や伏を運搬する役畜として牛が飼育され 昭和81年 (1976) ●束京食肉市場の通常出伯で上物率738％の高

ていた。 水準を逹成し、注目を集める。

●家畜商によって束京、横浜などに牛が出荷さ 昭和52年 (1977) ●牛を飼う人が培えた結果、肉質が低下。先進

れていた。 地視察や談話室の設障など肉質向上のための

昭和16年 (1941) ●戦域の拡大により農耕篤まで徴用され、その 活動が盛んに行われた。

かわりに’Iが消入され始めた。 ●東北縦貰自動中道開通(-関～盛阿間）。

昭和17年 (1942) ●前沢（牛母村）にはじめて改良和種（後の黒 附和53年 (1978) ●吉田官氏が東京食肉市場の通常出荷で枝肉最

毛和種）が導人された。 高販先価格を史新。2.456l 00円。

昭和20年 (1945) ●第二次世界大戦終戦軍馬の徴用がなくなっ ●江刺、水沢、石渕、金ヶ崎の4つの家畜市場

た。 が統合し、胆江家畜巾場が誕生。

昭和24年 (1949) ●家畜商により前沢地区畜痒農巣協門組合が設 昭和54年 (1979) ●胆礼地区の 2市3Ill] 1村で広域-f牛腔地を目
立された。県から柿雄牛を什＇,り受けて種付を 指して胆江和牛改良協会を結成。

開始。 昭和団年 (1980) ●前沢町農協の利牛部会が1}ミj'「部会とfu牛改艮
●有畜農染の七役が馬から牛へと移行した。 組合に改編された。

昭和25年 (1950) ●國分謙吉岩手県知事を招いて前沢地区畜産農 昭和57年 (1981) ●lj□江和牛改良組合が兵庫県美方郡から種雄↑
協主催の家畜共進会が開かれ20頭の牛が出品 「菊谷号」を蒋入。

された。 昭和58年 (l982) ●前沢町和牛改良祖合が全田和＇「登録協会から

昭和30年 (1955) ●旧前沢町、 古城村、白山村、生母村が合併し、 認定を受けた。

前沢町誕生。動）J耕転機の酋及により牛の飼 昭和60年 (1985) ●第 1回前沢牛まつり間催。

育は役用から肉用へとその日的をかえつつ ●第19回前沢牛枝肉共進会において上物率

あった。 100％を達成した。

●このころ、多くの黒t和種か県外から導入さ 〇江刺巾、胆沢町、金ヶ崎町の和牛改良組合が

れた。 即江和＇―|育種組合を設立。

昭利33年 (19訪） ●古城農協が島根県から用毛和種の繁禎雌牛を 廿（｛和61年 (1986) 〇胆江和牛育種組合が和牛登録協会の認定組合

20頭埠入。 となる。

●前沢地区畜庄農党協同組合解散。 昭和62年 (1987) ●前沢町、前沢農泊、化廂者が一休となり、岩

昭和36年 (1961) ●国有貸付牛下業を導入し、岡山県から繁殖雌 手袖沢年協会を設立し、前沢牛指定販完店制

牛40頭を導人。これを契機に本格的な子牛生 度を開始。銘柄の浸透を図った。

産が始まった。 ●繁殖牛を 7頭以上飼育している農家がf牛の

〇江刺市が兵廂県美方郡から種雄牛 「長福号」 牛産甚盤をより強固にするため前沢牛繁殖和

を禅入。但馬牛を中心とした隆中牛の改良に 牛振輿会を組織。

取り組む。 平成2年 (1990) ●前沢牛の商標（図形）か登録される（第223"1215

昭和37年 (l962) 〇江刺由が兵庫県美方郡から種雄牛 「和人号」 号）。殻年、前沢牛の文字商標の登録を出願。

を導入。江刺市家畜人工授桔所が間設され、 ●前沢肉牛出俯組合が法人化し、岩手前沢肉牛

翌年から液状枯液の供給を開始。 生庄協同組合となる。

昭和40年 (l965) ●前沢町内の5股協が合併し、前沢町農協が誕 平成5年 (1993) ●前沢III]和牛改良組合が水沢市、衣川村の和牛

生。 卜部組織として畜窪部会が設立され、繁 改良組合とともに即江和牛肯種組合に加入。

殖専門部会と肥育専門部会で活動開始。肉牛 平成7年 (1995) ●前沢町立午の博物館開館。

肥育への取り組みがはじまった。 平成8年 (1996) ●胆江家畜市場と磐井家畜市場が統合し、宕千

昭和42年 (1967) ●島根県から繁薙雌牛の本格的な埠入を開始。 県南家畜市場となる。

昭利44年 (1969) ●航沢町農協が東京食肉市場に肥育牛の出荷を 平成9年 (1997) ●前沢午の商標（文字）が登録された（第4076636

閲始。 号）。

昭和46年 (1971) ●第 1回前沢牛枝肉共進会を東京食肉巾場で開 平成10年 (1998) ●胆沢笠内の S閃協（水沢市農協、金ヶ崎町罠

催。 協、胆沢町農協、他沢町農協、衣川村農協）

昭和47年 (1972) ●肥育牛20頭以上を飼育している農家が集まり、 が合併して岩手ふるさと農協が誕牛。

技術向上のため前沢牛同志会を設立。 ●愉沢町農協肉牛部会は、岩千ふるさと農協前

●前沢町独自に町有繁殖和牛貸付制度を設立。 沢地域内1部会となった。
昭和48年 (1973) ●削沢牛銘柄印の枝肉押印上場販売を開始。 平成17年 (200り 〇江刺市種雄牛センター閉鎖。利牛の改良は今

●前沢町内の家畜商が前沢肉牛出荷組合を設立。 後、岩手県で行われることとなったc

家畜低系出荷の一本化を図る。



前沢牛を育てる
亨 lしl農家には、 ―f牛を生此する繁殖

竺豆 ：：：-f'Iを育てて肉牛として出荷する

モ寺農家、その向力を 一貫して行ってい

こ雲家の3種類があります。一貰生産を

三 農家は今後増えることが予想されま

--・、 ここでは繁殖農家（子取り経営）と

茫寺農家の仕事について紹介しますc

繁 殖農家

ニ3妊娠朗間は約280日、発情周期は

ー：—_日 で す。 農家の人たちは繁殖雌牛

予牛） に一年一忙で千牛を生んでも ら

；ーこめ、常に牛の発恰の様子に気をつけ

-:-.ます。 発情を確認すると、人工投粕

戸二t甘談して追伝的な組み合わせや経済

三を考慮して種付（人工授精）を行いま

テ 日常的な管坪は、牛舎の泊掃（ボロ

ニ-)、敷料の交換、給餌などですか、同

戸，こ牛の観察が行われています。また、

互<JI)や干し草作り、推肥づくり、牧草

＇て＼の 堆肥散布なども重要な仕事です。

竺積雌牛はし つかりとした足腰をしてい

ることが大事なので、朝夕に引き運動を

三っ たり 、裏山の放牧場がある典家はそ

ここ放して適度に運動させたりします。

＝辛が直づくと農家の方々は事故がない

ょうにとても気をつかいます。子牛は生
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まれて30分ほとで吃ち上がり、白）］で親

の乳を飲み始めます。この初乳を飲ませ

ることが土要です。母牛は出発後、次の

発情で人工授精され、また妊娠します。

子牛は次第に稲ワラや牧草などの粗飼料

を食べるようになり、 8~9ヵ月、体重

か約300kg程度で岩手県南家畜市場に出

荷されます。

前沢町の繁禎農家は、原則として、い

つも牛を牛舎で飼育しています。そして、

牧草などの粗飼料を刈り取って給餌する

という集約的な経営です。稲作との複合

12 

■育成牛 （繁殖雌牛候補の牛）の引き運動
全令木勝朗さんは、朝夕30分の引き運勤を日課にして

いますC 暑い日には牛も人も疲れますか、よい繁殖雌

牛として長い間活躍してもらうためには欠かせない

といいます

経営により自己経営内で無駄なく再生産

できる循環経路が確立されているといえ

ます。その反面、多頭化は難しいことか

ら、 千牛や育成牛へのきめ細やかな飼養

管理によって 1頭あたりの利益を増大さ

せ、緊殖雌牛を連産させ、耐用年数を長

くする努力がはらわれています。

前沢牛など肉に脂肪交雑（いわゆるサ

シ、霜降り）が入る高級牛肉の生産は、

黒毛和種という単一の品種で行われてい

ます。そのため、和牛の繁殖農家ば肥

育農家への子牛の供給に加えて、牛の品

種改良という重要な仕事を持っています。

そのため、原種牛制度を設けて優良な子

牛を生産、保留するしくみがつくられて

います。また、前沢町和牛改良組合では

新規種雄牛の試験交配への協力や種雄牛

造成への積極的な協力を行っています。

前沢町では優秀な緊殖素牛を町内に保留

した農家に助成金を交付したり、繁殖和

牛貸付譲渡事業により優良な緊殖素牛の

導入を促進するなどしてよ り優れた和牛

生産の維持、発展を支援しています。

家畜人工授精師から一言

牛とともに
家畜人工授精師遠藤敏

前沢町農協が初めて東京食肉市場へ肉牛を出荷したのは昭和44年 (1969)ですが、

私が授精業務を始めたのはその 5年後の事でした。昭和57年頃より前沢牛の活躍が特

に目立つようになり、その 2年後、全畜連全国肉用牛枝肉共進会において菊地平八郎

さんがついに全国チャンピオンを獲得しました。その牛は生母字天王で19頭の仔を産

んで天寿を全うした 「ふじしも号」、そして後藤安雄さんご夫婦と私がつくり育てた牛

でした。以来、前沢牛の素牛を前沢でつくることが繁殖農家と私がともに進む道だと

信じ、肥育農家の情報を活かした交配を進めてきましたc

私たちは今後もこの前沢に産まれた素哨らしい銘柄を大切にし、英知を集め、地域

の発展につなげてゆかなければならないと思っています。牛博が言う「人と牛は地球

上でともに支え合って生きる仲間だ」。その通りです。
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繁殖農家の仕事

（一日の仕事） （季節的な仕事）

朝：ボロたし（牛舎の清掃） 秋：牧草J也への堆肥散布

散料の交換

発清の状態や健康状態 （その他）

の観察 子牛の出荷

育成牛の引き運軌 勉強会・研修会

エサやり

昼：単刈り

乾草づくり

牛に乾砲を与える

タ：朝と同し作業

Cattle Museum 

肥育農家の仕事

（一日の仕串）

朝：牛の状態の観察

工サ箱、水槽の掃除

稲ワラの給与

濃厚飼料の給与

ボロだし

昼：牛に乾草を与える

牛のプラソシング

敷料や稲ワラを切っておく

農厚飼料を合わせる

タ：朝と同し作業

（季節的な仕事）

春：堆肥連搬（柏作農家に還元）

夏：乾草づくり

秋：稲ワラ集め

（その他）

削蹄 （出荷までに3回）

f牛市場
肉牛の出荷

勉強会・研修会

肥育農家 のだからできるだけ良い了牛を買うよう 舎に長く滞存することて9'tが世話をし

多昂のエサをりえて］や豚などの家畜 に心がけているそうです。 てくれる人を覚えるため、ストレス低減

を肥らせることを肥育といいます。黒毛 日常的な管坪は、 1の観察、’い合の清 になるといいます。この他、牛の姿勢を

和種は肥育により脂肪が筋肉内に岳積し 掃、給餌です。そして、牛の状態を観察 正し、肉付をよくするため、出荷まてに

てきめ細やかな脂肪交雑が入ります。こ しての個体管理か重要なのは繁殖農家と 削蹄を3回程度行います。秋には1年分の

れは外田品種にはほとんと見られない遣 同じです。約22ヵ月間、肥育された牛を 祖飼料や敷料となる稲ワラを集めてまわ

伝的な特徴です。しかし、牛の肥育には、 出荷しますか、その間、牛か体調を崩さ り、春には稲作農家に堆肥を還元します。

肥育素牛の遺伝的な要匹の他に環境要因 ないようにきめ細やかな管理がなされま 堆肥と父換で稲ワラを集めているため、

が大きく影轡することから、肥台農家の す。昼間に外回りの仕事かなければ牛の できるだけ良い堆肥をつくるように心が

方々の果たす役割はとても大きいものが ブラッシングや粗飼料を細かく切ったり けているそうです。粗飼料として乾し草

あります。 濃厚飼料を配合したりします。大麦や大 を与える農家では、夏には、草刈りと乾

農家の方々は子牛市場で血統や発育状 豆粕なとの濃厚飼和を選び、 自分て配合 し草づくりも行います。

態なとを一頭頭よくみて肥育素牛を購 するごとで、安全性の高い、個々の牛に 刺早く集荷場に集められた牛は、大型

入します。その際、前沢牛の素牛になる あったエサを与えることができます。牛 トラックに積み込まれ、東京食肉市場に

繁殖農家から一言

和牛繁殖振興会 会長

鈴木勝明

朝4時、牛の「モー」で私の一日の仕

事が始まります。牛小屋のボロ出しです。牛の状態をみる一番

大事な仕事だと思って、毎日かかさずやっています。発情の状

態は、子牛の元気は、食い込みは、繁殖牛の一年ー産、事故の

ないよう、 これが大事なことだと心かけています。それが儲か

るか儲からないかにつながります。

私たち和牛繁殖振興会は、親牛7頭以上を飼育し、本当に牛

が好きで何でも話し合える仲間達で構成されていますが、最近

は7頭いなくても牛が好きで仲間に入る人たちもいます。年 1

回の研修会は必ず行い、会員全員の畜舎まわりを行っています。

また、県内だけでなく遠くは島根、宮崎、鹿児島と足をのばし

て、自分の気に合ったいい牛をもとめて買いにも行きます。私

たち子牛生産農家は、なんといっても、前沢牛というブランド

肉を生産する肉牛農家の皆さんに恵まれているからだといつも

心に入れています。そのために各地から前沢の子牛をめあてに

買いにもきてくれるのです。これからは肉牛農家の皆さんと多

く情報交換し、この子牛なら何としても私が買いたいといわれ

る様な子牛を生産して行きたいと思っています。そして今、仲

間の中から「糸安菊」という種雄牛が出て各地の繁殖農家で盛

んに利用されています。そのうち、その子牛が肉牛日本一とな

る事を期待しています。これからもまた、仲間の中からいい種

雄牛が出て、肉牛農家に買われる子牛が産まれることを目標に

頑張っています。これが私たち振興会の本当の産地づくりです。

今、 BSEの問題、外国の肉はホルモン剤が多く使用されて

いる、検査が不十分だとかいろいろ耳にします。これからも子

どもたちが安心して食べられる安全な日本の肉であってほしい

と願っています。

最後に、 JA岩千ふるさと畜産課、前沢町役場農林振興課畜産

係といつもお世話になって、本当にいい指酒者がいるからだと

いつも感謝しております。
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出荷されていきます。前沢町の肥育農家

の方々は、肥育技術の向上に熱心に取り

組んでおり、食肉市場において出荷した

牛の肉質を自分の目で確かめるなど様々

な研修会や勉強会を行っています。

前沢町では、

しています。

国や県の補助事業を積極

的に導入しているほか、家畜糞尿処理の

整備や稲ワラ交換、研究会や講晋会など

に補助金を出すなどしてその生産を支援

また、前沢町、農協、 生産

者で組織する岩手前沢牛協会が宣伝や指

定店制度を担当して前沢牛の銘柄確立 ・

維持にむけて取り組んでいます。

■牛
に
フ
ラ

ッ
シ
ン
ク
を
か
け
る

フ
ラ
ッ
シ

ン
ク
す
る
こ
と
て
、
牛
と
農
家
の
方
と
の
絆

が
深
ま
り
、
牛
の
ス
ト
レ
ス
低
威
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

牛
の
状
態
を
観
察
す
る
大
切
な
時
問
て
も
あ
り
ま
す
。

肥育農家から一言

牛好会会長

小野寺

私は、現在、約50頭の肉牛の飼育に携わっていますが、難し

いものです。牛は、人間と違って言葉でしゃべらないし、その

わりに正直です。その場面場面で何を要求し、何を与えたらと

か判断することが牛の肥育技術には不可欠で、大切な物とかま

だまだ努力が必要だと痛感 しています。尚かつ、経験不足で

日々勉強中です。

そんな中、「牛好会」という会があ ります。前沢町内の肥育農

家の後継者の会です。会員は20名と、

裕

まだまだ数は少ないもの

の徐々に増えつつあります。年間を通して活動も盛んで、勉強

会をはじめとし、県内外の研修視察、また、 毎年9月の 「牛好会

枝肉研究会」は、発足から今年で10回目にな ります。自分たち

が市場で子牛を選び育てた牛が結果として評価され、 日頃の肥

育技術につながるとともに目標が出来、良い意味で必然と仲間

意識が強まり、技術の高昇につながっています。着実に成果が

出て来ていると思います。ある先輩に 「日々 勉強、

と言われたことがありますが、

日々努力」

こういった会が存在することに

より、 自分はその言葉が生かされている様な気がします。

最後に、前沢で牛飼いを出来ることは誇りに思うし、恵まれ

た環境のもと、先箪たちが築き上げた銘柄「前沢牛」の後継者

の一員として本当の意味で自分に自慢できる様に頑張って行き

たいです。
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+ + 塁：

前沢牛の流通
肥育農家で約22ヵ月間、大切に育てら

れた肉牛は岩手ふるさと農協の集荷場に

集められ、体重なとの計測を行った後、

大型トラックに積み込まれます。そして、

トラックは高速道路を使って東京食肉市

場まで牛を運びます。東京への肉牛出荷

を開始した昭和44年 (1969) 当時は、国

鉄の貨車による輸送でしたが、その後ト

ラックによる輸送に切り替えが行われ、

昭和52年(1977)には東北縦貫自動車道が

開通したことにより、牛にストレスを与

える輸送時間が大幅に短縮されています。

食肉市場に到着した牛は、係留場に繋

がれて一晩休ませます。輸送直後の牛は

疲労しており 、すぐ屠畜すると肉色が悪

くなるためです。また、起立不能、ふる

え、けいれんがないか、歩行に異常がな

いかなど牛の生体検査が行われます。

翌朝、牛は屠畜され、 全ての牛の頭部

がBSEのスクリ ーニング検査 〔エライ

ザ法〕にまわされます。頭部は舌と類肉

を除いで焼却処分されます。本体は足に

金具を引っかけて吊るし、以後の作業は

移動させながらの流れ作業になります。

まず足の先を切り洛とし、 BSE対策の

ため脊髄を抜き取ります。皮は原皮処理

室へ送られ、鞄や靴など様々な皮革製品

に加上されることにな ります。次に内蔵

を取り出し、衛生検査官の検査を受けま

す。ここで合格にならなかった内蔵およ

ひ特定危険部位は全て廃棄されます。本

体は背骨の中心で切断され（背割 り）、枝

肉と呼ばれる状態にします。 背割りは最

も効率的に肉を無駄にせずに牛を解体す

る方法です。枝肉は洗浄され、 衛生検査

官によ り検査が行われて冷蔵庫に一晩保

管されます。冷蔵庫で保管することによ

り、枝肉は冷やされ、格付の嘉脂肪父

雑をはっきりと見るこ とができます。 そ

して、 BSEのスクリ ーニング検査の結

果、 陰性になった枝肉は尊日のセリ にか

けられます。陽性の反応がてた場合、確

認検査 〔免疫生化学検査 （ウエスタ ンブ

ロット法）と免疫組織化学検査〕 が行わ

れ、 専門家会議によ り確定が行われます。

BSE検査て陽性になっ た牛が流通にま

わされるこ とはあり ません。

牛が出荷されて3日目 の朝、左側の枝

肉の第6～第7肋骨間で切開 され、社団法

牛の解体
処理工程

＊
 

＊
 

＊
 

②
 

② フットカッターで足先を

切り落とします。

⑥
 

■前沢牛の流通経路
①肥育農家か牛を出荷

②集荷場て計醤した後、大型トラ ソクに積み込む

③高速道路で食肉市場へ ． 

①格付した後、競売にかける （食肉市場）

⑤部分肉に解体し、小売店に販売（仲卸業者）

⑥小亮店て販亮 「おいしい前沢牛をとうそ」

③ 皮はぎ機を使いやすいよ

うにするためエアーナイフ

で皮の端を切ります。

④ BSE対策のためせき髄

を抜きとります。

屠畜銃で額をうち、気絶させてからすはやく頸

動脈を切り、血抜きをして頭部を切り落します。

衛生検査員か頭部を検査します。
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F9 

f，号

岩手前沢牛販売店指定証

店名

代表者

あなたを千成 年 月 日から

千成 年 月 日まて岩手前、尺牛

販売店に指定する。

平成年月日

岩手前；尺牛協会長

前；尺町長 伊藤正次

■牛関証 ■販売指定店証

16 

人日本食肉格付協会の職員により格付が

行われます。歩留等級がAまたはBで、

かつ肉賃等級4以上のものに「前沢牛」の

印が押され、牛肉銘柄 「前沢牛」として

競売（セリ）にかけられます。仲卸菜者

にセリ落とされた枝肉は、ロースやバラ

など部位ごとに解休され、精肉店や飲食

店などの小売業者に販売されます。そし

て 「前沢牛」として店頭に並ぶことにな

ります。

に関する特別措憤法」は、 一般に牛肉卜 けられ、これにより消費者はインター

レーサビリティ法と呼ばれています。こ ネットを通じて牛の出産から屠畜までの

の法律は牛肉の安全性に対する信頼確保 生産履歴を調べることが可能になりまし

やBSEのまん延防止措憤の的確な実施な た。

前沢牛は指定店販売制度をとっており、

一頭につき牛肉生産履歴証明書l枚と前

沢牛肉証6枚を発行しています。指定店

は、卸売りの場合、年間に4頭以上（チ

ケット24枚以上）、小売りの場合、年間に

2頭以上（チケット12枚以上）の前沢牛を

扱っている実績を持つ業者です。これに

より、消費者の元へ間違いなく前沢牛が

届くシステムとなっています。

牛肉トレーサビリティ法

どをH的として制定されたものです。そ

れにより、国内で牛まれたすぺての牛と

輸入牛に10桁の個体識別番号が印字され

た耳標の装着が義務づけられ、その番号

によって牛の性別や種別（品種）、出生か

ら肥育、堵畜に関する情報がデーター

ベースに記録されています。また、枝肉、

部分肉、精肉と加上され流通する過程に

おいても個体識別番号が表示され、仕人

れの相手先などが帳簿に記録、保存され

ます。直接消費者に牛肉を販売したり、

牡定料理（すき焼き、しゃぶしゃぶス

平成15年 (2003)6月に施行された「牛 テーキ、焼肉）を提供したりする小売業

の個体識別のための情報の管理及び伝達 者には｛固休識別番号の店頭表示が義務つ ■耳標を付けた肥育牛

⑤皮はぎ機で皮を はぎ ます。皮は

シュートで原皮処理室へおくられます。

⑥ 内臓をとります。衛生検査官が内腐

の検査をします。検査に合格した内蒻

は、シュートで内藤処理室へおくられ

ます。

⑦ 背骨の中心を背わ

りのこぎりで 2つに

わり ますe

⑧ 枝固洗浄機て枝肉 ⑨ 衛生検査員が枝肉の

を水洗いします。 検査をします。合格し

た枝肉は検査印が押さ

れ、冷蔵庫に保管され

ます。翌日、格付され

て競売（セリ）にかけら

れます。
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前沢牛を食べる
日本人は輸入牛肉や外国品種によって

生産された国産牛よりも和牛、とくにサ

シの人ったいわゆる霜降り 牛肉を好んで

食べます。どうして前沢牛のような黒毛

和種の和牛肉が美味しいのでしょうか。

平成7年 (199:i)に日本畜産学会に発表

された牛品種間の「旨味」と 「香り（加

熱香気成分）」を比べた研究によると、牛

肉の赤身部分の分析では和牛と輸入牛肉

に特徴的な差は見られませんでしたが、

脂肪部の香り成分、特に含硫黄化合物と

含窒素化合物においては黒毛和種が顕著

に多いことが報告されています。このこ

とから和牛に独特な美味しさは香りにあ

ると考えられます。前沢牛は、黒毛和種

銘柄牛のなかでも特に香り成分が多いこ

とが報告されており、 「香り」に優れた美

味しい牛肉であることが裏付けられたと

いえます。

また、和牛香と呼ばれる香りの存在も

知られています。これは脂肪交雑の入っ

た牛肉を熟成した後、 80℃くらいで加

熱したときに最も強く感じる黒毛和種独

特な香りで、外国品種などにはこの香り

はありません。このため、和牛独特の香

りを楽しむ料理法としては、すき焼きな

香気画分中の窒素化合物の比率 (ppb)
※牛肉の香気成分として重要でないと考えられるdimethylsulfoneを除く

飛騨牛

前沢牛

松阪牛

米沢牛

神戸牛

。
5
 

1 0 15 20 25 30 

香気画分中の硫黄化合物の比率 (ppb)

飛騨牛

前沢牛

松阪牛

米沢牛

神戸牛

。
200 400 600 800 1000 1200 

佐藤雅彦ほか (1995) 同一条件で飼育した品種の異なる牛肉の香気と星味成分につい
て， 日本畜産学会報 66(2) : 149-159.より作成

どの日本の伝統的な牛肉料理が最も適し

ていると考えられます。

現在ては様々な牛肉料理があり ますが、

日本では宗教的な理由から肉食禁止令が

度々だされ、明治時代 (18681912)にな

るまで公には肉を食べてきませんでした。

明治政府は、富国強兵の観点から肉食を

推奨し、牛肉は 「牛鍋」という味噌煮込

みで食べられました。兵隊の携行食とし

ては、牛肉を醤油と砂糖で煮込んだ大禾D

煮の缶詰が採用され、一般家庭に普及す

る中で薄切りの肉を醤油で煮込むスキャ

キが考え出されました。薄切り肉を煮込

むと肉汁が流れ出してしまいますが、こ

のような調理法でもおいしい牛肉は霜降

りの入った和牛肉です。スキヤキという

日本独自の調理法を中心に発展した日本

の牛肉消費が前沢牛のような霜降り牛肉

を育てたともいえます。第2次世界大戦

後、 日本人の食生活は大幅に変わりまし

た。肉食に対する禁忌意識は払拭され、

焼肉やハンバーグ、シチュー、ステーキ

など外国から入ってきた様々な肉料理が

普及しました。このような肉料理は牛肉

に霜降りがあまり入らなくてもおいしく

食べることが出来ます。 一方で、和牛肉

は高級食材として日本人の食生活に深く

根付いています。やがて、牛刺しや馬刺

しなど肉の生食が一般化するにつれ、 前

沢町で霜降りの牛肉をマグロのトロに見

立てた寿司が考え出され、現在も多くの

人々がそれを食べに訪れます。銘柄牛肉

は単なる農産物ではなく、観光や地域活

性化の資源として重要な役割を果たして

います。
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前沢牛料理アラカルト

饂 h笈料

■すき焼き
（協力 和風れすとらん牛の里）

■しゃぶしゃぶ
（協力吉兆寿司）

■前沢牛のにぎり
（協力：助八寿司）

■ステーキ丼
（協力：和風レストランおかる）

召・芯
バ恥直百，-

■サーロインステーキ ■石焼ロースステーキ ■焼肉 ■前沢牛ロース串焼き
（協力：レス トラン前沢カーデン） （協力 前沢牛肉料理味心） （協力．肉料理おがた） （協力：ちゃんこ部屋太五郎）

〔前沢牛の定義〕
前沢牛とば岩手ふるさと農業協同組合によって商標登録（第4076636

埒）された牛肉の銘柄です。ですから、飢沢町で飼育されている黒毛和

種は、 緞密；こは前沢牛とはいいません。前沢牛の定義については、岩手

前沢牛t名会が ―.iって前沢牛の生産と販売に関する要領」のなかで以下

のようご宅めて． まず

（前沢牛ご ご考

第 2 ]戸げこぷ

沢町内て号：：合 一

き三呉芸尺郡前沢町内に在住している生産者が、前

てご呑手ふるさと農業協同組合を経由し出荷した牛

のう ち、 文．三頁自 こさ至ててる定日士のことである

(1) 

(2) 

種手 圭そ定積

出生之 さご乞ご→：託ーニこ芦戸＼つ子＇仁登 記証またはこれに準ず

る証叩円，こ;:.. 二ご；：：：：．― c乙シジ・てきる ことこ

3) 肥育臣し［ 二ぞご｀ r・そまて．―写空吋：こおいて前沢町内における

飼捉能「9--:．竺三てデ --，只：：さ鯰登芯ぢ的沢町内であるこ と。

(4) 格付基主 7-二三 、 エ文F苓-ーニ三．つ宅める肉質等級が 「4」

以上て、 ；；省三式- ミご； て克るものc

〔牛肉の格付〕
適正な価格の形成と生産、流通の合理化を

図るため，（社）日本食肉格付協会によって全

国の食肉卸売市場などで牛肉の格付が行われ

ています。格付は、 A~Cの3段階で評価さ

れる 「歩留等級」と5~1で5段階に評価される

「肉質等級」を組み合わせた15段階で行われ

ます。 歩留等級は、ロース芯面積やばらの

厚さなどを計算式に入れて舞出し、肉質等級

は、脂肪交雑、肉の色沢、肉の締まり及びき

め、脂肪の色沢と質の4項目のうち最も低い

綽級に決定して格付されます。

＼ 5 4 3 2 1 
A A5 A4 A3 A2 Al 

B B 5 B4 B3 B2 B 1 

C C5 C4 C3 C2 C 1 

18 
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前沢牛を買うなら

OJA岩手ふるさと菜旬館
①9: 00-18: 30 ②第 1第3木曜Fl
③1iii沢町釈束2-8-7 ④Ol97-4l-3360 ⑤41-3361 
安心で作り手の顔が見える店をモノトーに厳選され

た前沢牛をお客椋のお好みやこ予符に応じた品を取

り揃え、御贈答用に全国発送も お受け致しておりま

すc

前沢牛を味わうなら
◎和風れすとらん牛の里
①11: 00-21: 00 ②不定休
③前沢町向田 1J目5 ④0197-56-6115 
⑤56-4110 

芙しき束稲ILL院の景観のも とに、味の 「芸術品」削
沢牛の味虹の数々を洛ち滸いた雰岡気の中で、 心ゆ

くまでこ賞味下さい。すき焼きは者込ま ずに割下と

からめて食べる当店な らてはの力法でお召 し七がり

し、ただきます。

R和風レストランおかる
①11 : 00-13 : 45 16: 00-21 : 00 ②火曜日

③M1i沢町字七H町91 ④0197-56-2515 
⑤56-6589 
前沢牛の他、そば、うどんなどのメニュー も多数ご

ざいます。

お士産に開洛答品に前沢牛の西京消も人気です。

R助八寿司
①II: 30-22: 00 ③第I・ 2 ・ 3月曜 1:)
③前沢町駅東．—．丁 H8-9 ④0197-56-4141 
⑤56-4149 
前沢牛にぎりの実用祈案を持っている元祖「陸のト

ロ」にぎりの店。その味は、 ひと 口ほお張った瞬ILIJ、
とろけるように牛肉の甘さが広がり、 ‘'陸のトロ

といわれるのも納得の逸品です。ぜひ一度ご‘伐味＜

ださい。 （特許庁登録3005763号）

◎吉兆寿司
①平日 11: 00-23 : 00 l::l曜日／祝l::l11 : 00-22 : 00 
②木曜II ③前沢町字塔ヶ崎21-7
④0197-56-5906 ⑤56-5906 
上質な前沢牛の寿司とシャプシャ プをメインに皆さ

まのご来店をお待ちしております。三陸直送の新鮮

で盟芦なネ タと 四季に合わせた季節料到1を取り揃え
ております。カウ ンター61畠、 小上がり41畠、小宴会

18名様。
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至盛岡→

＠肉のちだきゅう
①9:00-19:00 ②なし ③前沢町＝日町33-1

④0197-56-5035 ⑤56-3399 

R肉のちだきゅうアスティ店
①9: 00-19: 00 ②水曜H
③Hij沢町駅東2-8-1 ①0197-56-4335 ⑤56-4078 
ステーキ用から煮込み用まで、厳選された前沢牛を

取り揃え、前沢牛優良販売指定店の証を珀き、 お客

椋の身になって商品を収り す前えております。全国の

お客梯から、供給と価格の安定さを信頼されてお り

ます。

Rカフェレストランベーシック
①II: 00-14: 00 17: 00-21: 00 ②水曜R
③前沢町字本杉20-1 ④)()197-56-5932 
⑤56-6811 
厳選された前沢牛のステーキを、当店特製の洋風ソ

ースと和風‘ノースでお好みに合わせて ご買味下さい。

また前沢牛のピーフ シチューや手づくりケーキなど

各種取り揃えており ます。

①レストラン前沢ガーデン
①11 : 00~20 : 30 ②月曜11
③前沢町字南陣場103-1 ④0197-56-3324 
⑤56-6920 

牛の博物館のとな りに、前沢牛を心ゆくまで堪能で

きる、本格高級レストランとしてオープン。蔽選さ

れた素材と充分に手問をかけた料理が自慢です。

⑫カフェドラパン
①ランチタイム11: 30-14 : 00 

ティ ータイム 14:00-16: 00 
ディ ナータイム17: 30 -22 : 30 ②月 曜日

③恥尺町駅東2-7 ④0197-56-6937 ⑤56-6957 
最高級の前沢牛を使用した前沢牛ハンハーグステー

キの他、前沢牛のステーキ（ロース ・フィ レ）や、

カルパソチョなどが人気です。

〇前沢牛肉料理味心
①11 : 30汀 4:00 17: 00-21 : 00 ②木曜日
③前沢町塔ヶ崎102-4 ④0197-56-7298 

⑤56-7297 
小形牧楊市営／占。厳選された前沢牛を気車斧に味わえ

る牛肉料理専門店です。溶岩焼きで焼いて召 しあが

って頂く 焼肉、ステーキ、しゃぶしゃぶ、すき焼き

をはじめオカタオリ ジナルハンバーグやカ レー等も

好許です。他店ではなかなかお目にかかれない入貨

牛も味わっていただけます。

十一戸

0前沢牛オガタ
①10: 00-19: 00 ②木曜日
③前沢町字塔ヶ崎102-4 ④籾97-56-7298
⑤56-0299 

◎前沢牛オガタ駅東店
①10: 00-19: 00 ②水曜日
③前沢町向田 ］丁目22 @0197-56-0298 

⑤56-0299 
小形牧場生産直売に よる厳選された前沢牛をお手軽

な価格で廿さまに提供させて頂いております。ご予

算、お好みにあわせてお包み致します。ク ール1吏1こ
て地力発送も承ります。

◎肉料理おがた
①平日11:00-14: 00 17: 00-21: 00 

土日祝II:00-21: 00 ②水曜日

③前沢町字向用IJ"H22 
④0197-56-7729 ⑤56-0299 
皆さまに喜んでいただいている個杢の雰囲気でのお

食事は、特に速方からのお吝様には、安らぎを感じ

られてゆっくりとしたお気持ちで交 しいお食事が出

米る と好評いただいてお ります。

⑬ちゃんこ部屋 太五郎
①11 : 00-21 : 00 ②火曜日
③前沢町新城64-17 ④0197-56-2908 ⑤56-7558 
肉、魚、野菜など18種類の具のう ま味がたっぷりの
特製ち ゃんこ鍋や慈外なオリシナルデザートもあ り

ます。

前沢牛ロース串焼きなど前沢牛も楽しめます。

①ラビス・ラズリィ
③削沢町字竹沢90 ①0197-56-0888 ⑤56-0887 
セレモニーホール。

平H、J冷')制のランチを行っ てお ります。

⑮サンフレックス
①11 : 30-・22 : 00 ②第I・ 2 ・ 3月曜日
③前沢町字本杉41-J ④0197-56-6969 
⑤56-7307 フリーダイヤル 0120-032094
セレモニーホール。

0ロレオール丘
③前沢町生母字長根4-8 @)197-56-7091 

出張料理討．門1占です。ご家庭へご哀会へ出張致しま
す。

①舘業時間 ②定休1:1 ③住所
④電話番号 ⑤FAX 
●に白抜きの番号の店は前沢牛販売指定店です。
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し.9・

クロf物渾
～子牛が結ぶ心のきずな～

昭和60年、前沢町で島根県から蒋入し からないので、お父さんぱ

た了牛の引き網に手紙がついていたこと クロ fの引き網に「紙をく

からこの話ははじま ります。クロ千を くりつけてくれました。ク

買った人へと書かれたその手紙には、女 口千は、冬の朝、 淳子ちゃ

の子の字で「大事にしてください」とつ んが学校へ行くときに売ら

づいていました。 れてゆきました。クロ子を

手紙を吾いたのは島根県の桑谷淳子

ちゃんでした。クロ子の世話を一生懸命

やっていた小3の女の子です。クロ子が

売られてゆく時が近づくと、淳子ち ゃん

はだんだん元気がなくなってしまいまし

た。そして、淳子ちゃんは、売られてゆ

くク ロ子のことが心配で、手紙を書く こ

とにしたのです。 誰がクロ子を買うかわ

購入した前沢町の緊殖農家の岩渕功さん

は、淳子ち ゃんのクロ千を思う心に感軌

して返事を出しま した。淳 J'ちゃんは、

手紙の返事が来て大喜びしましたごそし

て、岩手と島根県の文通が始まりましたヘ

クロ子は立派な緊殖雌牛にな：J、ごく

さんの子牛を生みま したこ廿什[n62江，二，＇二

岩渕さんが島根県を訪れ、 そvいが「こは、

淳了ちゃんが前沢llljを訪れてク [J[こHi

会を果たしました。平成 7什の'tの内物

館開餡の時にも杓［さんは末町するなど、

ー通の手紙と j’.1|•か結んだ交流ぱ、今で

も続いています

この話は、新聞やニュースで全甘lに伝

えられ、児平I旬けの本になるなど、多く

り）人に感動をりえました
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あとがき
平成 7年 (1995) に牛の博物館が開館してから10年間に牛肉

をめぐる状勢は大きく変化しました。とくにBSEの国内での発

生は、国産農産物の持っていた「食の安全」という艮いイメー

ジを打ち壊す大きな出来事でした。このような中で、前沢牛な

ど銘柄牛の安全性かいち早く理解され、消費の回復につながっ

ていたことに、私は銘枯牛の持つ大きな力を感じましたc それ

は、生産地および牛廂者がはっき りしていることやその品質管

理の徹底による「安全性という信頼」です。現在、 日本では全

頭検査や牛肉トレーサピリティ法の施行により、国産牛肉に対

する安全性が確保され、泊費者の理解が得られるまでになりま

したが、平成7年 (1995) では1」9件だった牛肉銘柄が平成lり年

(200:i)には193件と大幅に増えており、安全性をPRするための

銘柄牛はこれからも増えるものと思われます。

前沢りという銘柄が 一般の消費者にまで知られるようになっ

た要因を考えてみますと、脂肪交雑などの肉質が良い（肉質等

級の格付か麻い）ことか大きな要因であることに違いありませ

んが、それだけではなく、安全性や食べて芙味しい牛肉である

ということもあげられる と思います。芙味しさも安全性も残念

ながら現作の格付では肉質等級に反映されていませんが、この

2つの信頼こそか現在の的沢牛という銘柄を支える柱になって

いるのではないでしょうか。

かつて、食肉市場で銘柄牛確立の投件をうかがったところ、

「‘崖時」 「定量」「高晶質」の三in-fが揃った産地であることが

重要であると聞きましたが、前沢牛は、これに「安全」「芙味」

を加えた五拍子を持ち合わせる素睛らしい農虻物といえます。

こうした要件はすべて、戦後に黒毛和種を遵人してから一貫し

て銘柄牛の沖地を作ることに情熱を注いできた繁殖、肥育の農

家の方々が築き上げてきたものです。牛麻者の）］々の取り組み

と努））をこの特別展示で少しでも伝えられたらと思います。

■みことに脂肪交雑（サシ）の入った前沢牛
（写真協力 牛の里）

現在、前沢↑は農産物という枠をこえて町づくりの大きな資

諒として活用されています。食味ランキング特Aの評価を10回

連読で獲得している岩手県南地方の特咋米 「ひとめほれ」も前

沢牛なと家畜の雄肥を除いては語れません。飢沢町は平成18年

2月に合併し、奥川市となる予定ですが、前沢牛ブランドの維

持発展は祈市にとっても大きな課題です。 (Kり

協力

岩手前沢牛協会 岩手ふるさと農業協同組合

江刺市農叢協同組合 前沢ギュー太会

牛の博物館開館10周年記念特別展示解説書

ザ、前沢牛
一歩みとそれをつくった名種雄牛たち―-

2005年7月29日（金）～2005年10月10日（月）

主 価：前沢Ill] 後援：宕手県

展示構成：山岸敏宏（館長） 高野教導（副館長）

黒澤弥悦は任学芸員） 川田啓介（学芸員）

発 行： Hi]沢町立牛のt専物館
〒029-4205 岩手県胆沢郡前沢町字南陣場103-1

TEL 0197 (56) 7666 FAX 0197 (56) 6264 

E-mail ushihaku@town.maesawa.iwate.jp 
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牛の博物館友の会
会員募集中（個人会員・家族会員）

Tel 0197-56-7666 FAX 0197-56-6264 

牛の博物館友の会はいつでも、となたでも入会できます。会員には機関紙や行事

のお知らせなどをお届けします。会員特典として、牛の博物館の入館料が免除さ
れるはか、同伴者の入館割引、お得な年会費の3年分前納制度などがあります。

詳しくは牛の博物館までお問い合わせ下さい。


